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図3　土地利用の変遷一道路・鉄道（明治末期）
　　　庄）国土地理院発行の5万分の1地形図を使用した。
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図4　土地利用の変遷一道路。鉄道（昭和50年代）
　　　注）国土地理院発行の5万分の1地形図を使用した。
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度の内陸部よりやや低温で比較的多雨な地域に囲まれた関東圏の少雨帯乾
極に位置するため冬季には霜柱がたち特に2月～4月は風塵が生ずる。一
方，筑波山麓では，那須，日光火山群による火山灰層の発達がみられる。
さて，関東ローム層の下位には常盤粘土層とよばれる火山灰の水中堆積と
思われる灰白色の粘土層があり，これは不透水層の性質をもつため，ロー
ム層に浸透した水は滞水し，排水等土地利用の上で一つの制限要因となっ
ている。
　台地の砂層地下水は降水の酒養をうけ，通常，台地周辺の低地面より高
いところにその地下水面を有し，一般の家庭の生活用水として利用されて
きている。水質からみて，利用可能な深層地下水は深度230～250m以浅の
もので，浅層地下水を対象とする井戸の深さは，4～5mのものと7～8
m以上のものと大きく2つのグループに分かれるが，50m面出の深層地下
水は停滞地下水とみることができ，簡易水道や広域水道に利用されている
が，その水質は必ずしも良いとはいえない。地下水面の形状は年間を通じ
て，殆んど変わらず，浅膚地下水は台地内の河川に流出するのみで，河川
の水が浅層地下水に浸透することはない。台地上にはそこに水源を有する
花室川，小野川，東谷田川，西谷田川等の小河川が浅い谷を作って南ある
いは南東に流れ，霞ケ浦，あるいは牛久沼に注いでいる。（図5）
　一見すれば，平坦で単調にみえる常総地域も視線を低くしてみると，比
高の低い台地，台地上の起伏に富む微高地，さらには幾筋にも流れる小河
川とこれらが造る谷津田，更には常盤粘土層による地下水脈等，ここに住
む人間にとっては微妙な土地条件のちがいとして受けとめられている。
　筑波・稲敷台地南部の低地に眼を移すと，この地域はかつて不毛の湿地
で，鬼怒川はかつて小貝川を合流し，鹿島灘へ注ぐ利根川と無関係の独立
河川であったが，近世の治水工事により鬼怒川は小貝川と分離された結果
利根川の河道が鬼怒川筋へ移り，鬼怒川は利根川の支川となった。そして
10
経営と地域情報システムに関する試論
　　　　　　図5．土地利用の変遷一水系・草地（昭和50年代）
　　　　　　　　　注）国土地理院発行の5万分の1地形図を使用した。
この結果小貝川からの堰立て取水が可能となり，江戸時代いわゆる関東三
大堰といわれる岡，福岡，豊田堰がつくられた水田が開かれた。この日夜
たゆまず行なわれた治水工事と開墾により，関東有数の米作地帯が形成さ
れた。また，この開墾でこの地で生活を始めた人々は台地から下りてきた
人々が比較的多い。しかしながら，この低地は幾度となく洪水に襲われ，
水との戦いは豊富な資料が残されており，水争いも含め当時の生々しい模
様をうかがい知ることができる。今でこそ，近代的治水技術に依存し，洪
水の恐れはすでに過去のもののように思われる下利根地域であるが，流域
開発の進展と上流の堤防強化等により治水と開発の整合性を新たな形で求
めなければならないという現代的課題も抱えている。
3－2　過ぎたるを嫌いヒューマンスケールを守りつづけようとするムラ
　　の姿
〈ランドマークとしての筑波山＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
、様々な問題を抱えているとはいえ，筑波山，利根川，鬼怒川，霞ケ浦は，
この地へ足を踏み入れた人にとっては，まず眼につくランドマークであり，
その中でも筑波山は北関東平野中央部にそびえ立つ孤峰として明快かつ平
明で親しみ易いイメージを人々に与える。更に後方に筑波山を仰ぎ，低地，
台地，谷津田，微高地，そして貧栄養の土壌の上に広がるマツを中心とす
る平地林，そして在来工法による農家住宅をとり囲む屋敷林，と連続的に
連らなる調和を保った景観は，まさに農村地域とよぶにふさわしいシンボ
リックな光景を形作っている。屋敷林は冬季の北西卓越風や風塵，夏季の
南東卓越風を防いでいる。特に，この地域の景観にうるおいを与え，アク
セントをつけている平地林はここ数年間で急激な減少をみせている。（図6
～図8）これは，石油を中心とするエネルギー革命により，かつては農家
にとってかけがえのないエネルギー源であったと同時：こ薪炭生産の資源と
もなっていた平地林も，今や利用価値のないものになってしまったことに
図6　土地利用の変遷一森林（明治末期）
　　　注）国土地理院発行の5万分の1地形図を使用した。
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図7
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土地利用の変遷一森林（昭和30年代）
注）国土地理院発行の5万分の1地形図を使用した。
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図8　土地利用の変遷一森林（昭和50年代）
　　注）国土地理院発行の5万分の1地形図を使用した。
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よるものである。さらに，マツノザィセソチュウによる松枯れの進行は，
平地林の消滅に拍車をかけている。
　この地域のシンボリックな存在である筑波山は見る場所によリピータが
一つになったり二つになったり山体の容貌が様々に変わる表情に富んだ山
である。地元の眼からみた筑波山はどのように意識されているだろうか。
小学校の校歌に筑波山のみが歌われている地域を拾いあげてみると，猿島
・筑波・稲敷台地及び筑波山にごく近いところが該当し，その中でも台地
中央部では筑波山が地域の主要景観要素として，位置づけられているよう
である。更に，台地上の山中集落レベルからみた筑波山は，筑波山を眺む
軸線と，これに直交する平地林，水田，畑地のセットから成る生活単位の
軸線による全体の景観の中で位置づけられている。
〈土着性を強く残す筑波山信仰〉
　万葉の昔から歌に詠まれている筑波山は，この地で生活を営む人々にど
のように意味づけられ，人の心の奥に潜む生活感覚とどのように結びつい
ていたのであろうか。
　筑波山信仰は，大当講，盆供養，女人講にみられるように生殖・殖産的
な性格をもっており，一方で35日参りにみられるような死の世界を象徴す
る側面もあり，人の生死と結びついたところで筑波山がシンボライズされ
ているが，筑波山信仰といった確定的なものがあるのではなく，多分に遊
山的性格を帯びているとみることができる。が，その底には既存の教義化
された宗教に帰依するというよりも，自らの生死と密接に結びついた自ら
の神を祭るという土着性に基いた宗教観が基礎となっている。そして，こ
の宗教感覚は昔から強いものであったようで，幕府や諸藩の禁令・議定書
が作成されたにも拘らず，供養塔などの造塔は盛んに行なわれていること
の中にもその一端がみえる。
〈“組”を中心とする地域社会組織の姿〉
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　自ら神を祭り，神社の祭事を中心とする自然村的性格をもつ“ムラ”
は，概ね大字単位で閉じており，今でも“組”組織を中心とする社会組織
集団は，喜怒哀楽を共にする基礎生活集団として絶えることなく息づいて
いる。そして組合員の戸数はたとえ人が多くなろうとも拡大することなく，
数百年にわたりその数を厳しく制限し続けてぎている。現在でも“組”意
識，“組”への帰属意識は強いものがあり，近在へ転居しても従来の“組”
のメンバーであり続けたり，“たとえ役所をクビになっても組の会合へは
出席する”という言葉の端々にも象徴的に表われている。そして，行政で
もこの“組”組織をそのまま生かす形で仕事を進めているところもみうけ
られる。
〈“ムラ”を基礎単位とする“棲み分け”社会〉
　“組”組織が中心となる祭事が，実際の場面で有効に機能している象徴
的な例として，国の無形文化財に指定されている伊奈村高岡の綱火があげ
られる。祭と綱火の行事を中止すれぽ，村に災害がもたらされるという伝
承は，今もなお高岡の村人に固く信じられており，この祭りはほぼ全員が
参加しとり行なわれている。ここでは土地改良，スプリンクラーの導入と
いう問題もスムースに解決され，現実的利害を超えた神と祭りという中立
的チャネルが重視され，それが村内融和，強固な結束に機能している姿を
発見することができる。このようにみてくると，大きなものも良しとせず，
小さすぎるものも良しとしないスケール感覚をもち，他を犯さず他からも
犯されないという価値観をもつ，この地域の基本的な生活単位を基礎とし
た“棲み分け”社会という特性がみえてくる。これが基本にあるため，広
域的にも先にあげた分散的かつ階層未分化の経済の姿がくっきりと浮きあ
がってみえてくる。
〈エ・コロジカル・システムに適合した集落〉
　農家，屋敷林，松林，小河川，田畑，神社等が程よく配置され，ゆとり
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を感じさせる自律したひとまとまりの集落は長期にわたる人の知恵を物語
っている。集落立地の様子をみると，古くからの集落は与えられた環境条
件を読みこみ，生活の営みにとって最もふさわしい居住地を選択したこと
がわかる。それは，風水害を避け，飲料・生活用水を安定して確保するこ
とができ，耕作しやすくエネルギー源としての樹林地をもち，湿気を避け，
日照を十分に受けるに最もふさわしい位置を，生活の知恵を巧みに働かせ
て選択している。さらに仔細にみてゆくと，安定した水を得ると同時に水
害を避けるために，僅かな土地の高低も見のがすことなくとらえているこ
とがわかる。この地では，これらの条件を満たす地は台地縁辺部であり，
その後，低地の開拓に露なって，台地上の集落から低地へ分村していった
姿もよみとれる。台地中央部を除いた集落の分布は江戸末期までにほぼ完
了している。一方，台地中央部が本格的に開拓されたのは明治中期以降で
あり，その後の集落立地の大きな変曲点は，昭和36年以降高度成長期の都
市化の波による首都圏からの住宅立地であり，最も近いところでは既に10
年を経過した学園都市建設である。
3－3　新たな開発への対応の姿勢
　常総地域が歩み，変化を遂げてきた軌跡を時間・空間軸の中で概観し，
特性をかもしだす諸要因を抽出し，それにふさわしいと思われる焦点距離
を定め，特性抽出を行なってきたが，ここでは更に学園都市建設に対し，
この地域はどのように反応してきたのかをみておくことにしよう。茨城県
は農業生産額でみて北海道に次ぐ農業県であり，前述したように，県南地
域は開拓，治水の歴史を背景としながら農業にいそしんできた地域である。
鬼怒川，小貝川，利根川流域の低地は県内でも水稲に特化した地域である。
常総地域では特化度の程度の差に従って個別作目の成立条件の差はあって
も，概して多種多様な作目がこの地に集中的に立地していることは注目す
べぎ事実といえよう。
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さて，学園都市が，この地に形成される時には，無秩序な都市化を防ぐた
め土地利用について，線引が行なわれたので，農業地域には影響がないで
あろうと思われていたのではなかろうか。地元の期待は雇用機会の増大と
いう点にあったが，関連企業も思った程増加せず，働き口も国家公務員に
ならなければ常傭的な勤務先はなく，アルバイトの口も思った程多くなか
ったため，期待外れというところが卒直な感覚である。農業面への影響を
みると，昭和37年当時学園都市農業は県内でもとりたてて遅れた地域とは
いえなかったが，45年，53年の変化をみると，この地域に限って明瞭に農
業は相対的な格差現象を表わしている。その根を探ってゆくと学園都市周
辺では線引はされたものの地価は暴騰し，この地に直接の土地市場が実現
してしまったことにゆきあたる。すなわち，農地保有を続けるため農業生
産の効率は低くなっても生産はなお続けられるという傾向が急速に強めら
れてしまったのである。
　6ケ町村のそれぞれの針路を示す最新の計画書によれば，総じて学園都
市と調和のとれた田園都市ということがうたわれており，学園都市建設後
10年を経過した今，地元は，これまで経験を身につけ，ある種のまよいと
ためらいを感じつつも新たな時代の波に対応しようとしているのである。
　この例は茨城県南・県西域という比較的広範囲な地域を対象にし，現在
もその地域に蓄積されている情報を構造的に抽出する試みであるが，これ
を通して明らかになったことは次の諸点である。
　（1）現在の人間の価値なり行動を決定する要素として地域個有の情報蓄
　　積は大きく影響を与えていること。
　（2）環境適応の構造としてある大ぎさの組織単位を生活の基礎単位とし
　　これを重視していること。このことが地域独自の意味内容をもつ情報
　　を保存することと連動している様に思える。
　（3）地域の情報蓄積は環境への適応という点では，それなりの合理性を
17
　　もっており，先進，後進という一元的尺度では位置づけられないこと。
　この例は未だ実験的試みの域を出ていないが，更に他の対象地域を同様
な手法でとりあげ，比較対照を行い，地域特性の意味を地域の限定された
条件と環境適応のための情報蓄積という観点からより深めると同時に，個
別企業体の社会サービスは地域の個性とどう関わってゆくべきかさらに検
討してゆかねばならない。
4．　地域の変容と情報理論
　上にあげた地域も現在は鉄道沿線に宅地化が進行し，東京通勤圏の一角
を占めている。
　そのように視覚的には提ぎく変容を遂げようとしている地域であるが，
一歩その中へ入り社会的意思決定のプロセスをみると，これらの変化に対
応してゆこうという部分では，これまでの時間的経緯によって支えられた
情報の重みと有効性を生かし，陳腐化した情報を捨て去り新たな波に対応
しようとしている。
　しかし，ここで問題となっている個々の具体的問題に共通する本質的問
題は，一言でいうならぽ，普遍性をその特徴とする近代化による情報の流
れと，これまで培ってきた地域個有の情報の蓄積とをどうすりあわせるか
という点である。これは単に社会的場面だけではなく，大なり小なりその
投影として人間の側にはね返る問題である。
　この様な大テーマは，とても筆老一人の手におえるものではないが，環
境適応への自由度という問題と地域における情報の総合化の関連について
情報理論の観点から整理してみたいと思う。更にこの様な問題を通して情
報の価値の問題ヘー歩でも近づくことができればと考えている。
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5．　まとめと展望
　消費者としての人間モデルは，全くの個人が財あるいぱ財に関する惰報
と接する場面のモデルであるが，この人間モデルを外延的に拡張し，個人
と社会との出会いの場面まで含め，環境と人間の相互関係を情報という観
点からとらえる時，好むと好まざるとに関わらず，また大なり小なりそこ
には地域の情報蓄積を背景にした人間像がうかびあがってくる。
　更に現在，それぞれの地域で生じている社会的問題の本質的部分のひと
つとして近代文明は成熟しうるものか，その可能性はもっているのか，地
域の情報蓄積は個有性を失う必然性をもっているのか，そのことが将来的
にみて人間の環境に対する適応の自由度という問題とどう関連するのかと
いう大きな課題が横たわっている。
　これらの課題に対し，最新鋭通信技術ともいえるINS（Information
Network　System）は，どの様な形で定着し，住民，あるいば個別企業体
に使いこなされてゆくのであろうか，しぼし，実態的・具体的位相を通し
て研究を進めながら理論化してゆきたいと考えている。
注
（1）朝日ジャーナル増刊号　VoL　24　No．24　P。72
（2）構造化の程度は賄わない。少なくもランダムではないという意味である。
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